
十
月
十
三
日
（
日
）

十
時

三
日
講
「
味
読
正
信
偈
」

十
月
十
四
日
（
月
）

十
時
三
十
分

仏
具
み
が
き

十
月
二
十
三
日
（
水
）

十
時

報
恩
講

講
師

竹
橋
太
師

十
一
月
十
三
日
（
水
）

十
時

三
日
講
「
味
読
正
信
偈
」

十
一
月
二
十
三
日
（
土
）

本
山
の
御
正
忌
報
恩
講
に
参
拝

十
二
月
十
三
日
（
金
）

十
時

三
日
講
「
味
読
正
信
偈
」

十
二
月
二
十
三
日
（
月
）
十
三
時

お
煤
払
い

十
二
月
三
十
一
日
（
火
）

十
五
時

歳
暮
勤
行
（
歳
末
の
お
勤
め
）
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結
婚
式
予
約
状
況
に
つ
い
て

七
月
以
降
か
ら
結
婚
式
を
執
行
可
能
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
日
程
の
仮
押
さ
え
な
ど
の
お
問
合
せ
も
順

次
入
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
岡
崎
別
院
で
の
挙
式
を

ご
検
討
の
方
は
、
別
院
ま
で
お
問
合
せ
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

予
約
状
況

・
九
月
二
十
九
日

某
氏

・
十
月
五
日

某
氏

・
十
一
月
三
十
日

某
氏

・
四
月
六
日

某
氏

・
四
月
二
十
日

某
氏

宗宝宗史蹟
親鸞聖人岡崎草庵跡

真宗大谷派

岡崎別院
〒606-8335
京都市左京区岡崎天王町二六
℡ 075-771-2921
Fax 075-748-1665
Mail info@okazakibetsuin.com
HP http://okazakibetsuin.com/

整
備
事
業
に
伴
い
中
止
し
て
お
り
ま
し
た
法

座
、
法
要
を
、
四
月
よ
り
再
開
し
て
お
り
ま
す
。

左
記
の
如
く
執
り
行
い
ま
す
の
で
、
万
障
お
繰

り
合
わ
せ
の
上
、
御
参
詣
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

有
縁
の
皆
様
へ

各
種
行
事
の
御
案
内どなたでもお参り

ください

第６１号
令和６年
（2024年）

10・11・１２月号

発行
岡崎別院

輪番 福田大

二
〇
二
五
年

四
月
二
六
日

午
後
二
時
～

岡
崎
別
院

落
慶
法
要

厳
修

御
門
首
御
親
修

法
話

真
城
義
麿
師

仏
前
結
婚
式
の
ご
報
告

七
月
二
十
九
日け

い

井
上

慧
さ
ん

れ

い

ら

西
川

怜
良
さ
ん

お
煤
払
い
・
忘
年
会
の
御
案
内

本
年
度
よ
り
、
年
末
の
定
例
行
事
と
し
て
以
前
よ

り
皆
様
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
、
お
煤

払
い
を
再
開
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
、
本
堂
を
始
め
施
設
内
の
大
掃
除
を
、
職

員
と
共
に
行
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
忘
年
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

年
末
の
ご
多
用
の
時
期
と
は
思
い
ま
す
が
、
是
非

ご
参
加
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

列
座
の
つ
ぶ
や
き

十
月
に
、
整
備
事
業
以
降
初
め
て
の
報
恩
講
が
勤
ま

り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
岡
崎
別
院
で
御
本
山
御
法
中

を
お
迎
え
し
て
の
報
恩
講
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

や
、
当
院
に
お
い
て
は
整
備
事
業
、
ま
た
私
の
自
坊
に

お
い
て
は
土
砂
災
害
等
に
よ
り
、
報
恩
講
を
例
年
と
同

じ
形
で
お
迎
え
す
る
こ
と
が
困
難
な
年
が
続
い
て
お
り

ま
し
た
。

勤
ま
る
こ
と
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
せ
ず
、
お
迎
え

す
る
気
持
ち
で
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
岡
）

安
心
し
て
喧
嘩
の
で
き
る
場

～
甘
え
て
・
許
さ
れ
て
生
き
る
関
係
性
の
中
で
～

先
日
、
妻
の
父
（
義
父
）
の
一
周
忌
の
法
事
を
執
り
行
っ
た
。
東
京
か
ら

長
男
と
次
男
夫
婦
、
市
内
嵯
峨
か
ら
姉
が
、
松
山
か
ら
妻
の
い
と
こ
が
駆
け

つ
け
て
く
れ
た
。
皆
、
暑
い
中
で
の
移
動
と
な
り
本
当
に
申
し
訳
な
か
っ
た
。

法
事
で
は
、
お
参
り
の
後
、
法
話
を
聞
い
て
貰
い
、
そ
の
後
、
美
辞
麗
句

で
は
な
く
、
素
直
な
言
葉
で
、
自
分
と
亡
き
人
へ
の
想
い
を
語
る
と
い
う
こ

と
で
感
話
を
貰
う
こ
と
に
し
た
。
長
男
、
次
男
、
三
男
、
妻
の
順
で
感
話
を

し
て
貰
っ
た
が
、
皆
そ
れ
な
り
に
法
事
に
参
加
が
で
き
た
と
い
う
慶
び
の
表

情
を
私
は
感
じ
と
れ
た
。
ま
た
同
時
に
、
参
列
者
の
中
に
共
に
座
り
、
皆
の

な
か
で
微
笑
み
な
が
ら
今
、
こ
こ
に
い
る
義
父
の
存
在
を
感
じ
、
思
わ
ず
胸

が
熱
く
な
っ
た
。
（
ど
れ
も
が
私
の
思
い
で
自
己
満
足
だ
け
か
も
し
れ
な
い

が…
…

）
そ
の
後
、
皆
で
お
斎
を
頂
き
、
我
が
家
で
泊
ま
り
、
翌
日
、
台
風

一
〇
号
接
近
の
交
通
状
況
を
気
に
し
な
が
ら
、
仕
事
に
支
障
が
出
な
い
よ
う

に
、
足
早
に
帰
宅
の
途
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
生
活
の
現

場
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

想
え
ば
、
妻
の
父
（
義
父
）
は
四
十
数
年
間
の
永
き
に
渉
っ
て
、
京
都
府

警
察
に
勤
務
し
た
筋
金
入
り
の
警
察
官
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
堅
実
で
、

相
当
に
強
情
で
、
私
と
は
、
よ
く
口
論
も
し
た
が
反
面
、
我
々
夫
婦
の
良
き

理
解
者
で
も
あ
っ
た
。

晩
年
、
妻
の
母
（
義
父
の
妻
）
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
家
間
の
距
離
は

わ
ず
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
我
々
夫
婦
と
は
、
入
退
院
を
含
め
三
年
間
、
同

居
し
て
過
ご
し
た
。
義
父
は
「
居
候
を
し
て
い
る
」
と
よ
く
言
っ
て
い
た
が
、

妻
（
娘
）
と
の
生
活
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
い
る
と
、
私
は
感
じ
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
反
面
、
妻
も
義
父
も
親
子
、
言
い
た
い
こ
と
を
言
い
出
す
と
止

ま
ら
ず
、
私
の
入
る
余
地
な
ど
何
処
に
も
な
く
、
大
喧
嘩
に
な
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
「
も
う
、
俺
は
家
に
帰
る
。
お
前
の
世
話
に

は
な
ら
ん
。
」
私
は
、
ま
た
始
ま
っ
た
と
思
い
な
が
ら
、
「
お
父

さ
ん
、
俺
ら
は
家
族
な
ん
や
で
、
家
族
は
言
い
た
い
こ
と
言
っ
て
、

喧
嘩
に
な
る
の
が
普
通
や
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
も
、
特
別
な
こ

と
で
も
な
い
ん
や
で
、
別
に
家
に
帰
ら
ん
で
も
い
い
や
ん
か
」
と

私
が
言
っ
て
思
い
留
ま
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
自
宅
ま

で
帰
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
男
が
「
じ
い

ち
ゃ
ん
何
し
て
ん
の
、
も
う
夜
遅
い
し
、
お
茶
で
も
呑
ん
で
、
気

分
変
え
よ
う
か
」
と
言
う
と
、
聞
き
入
れ
る
事
の
方
が
多
く
、
義

父
が
孫
の
言
葉
に
弱
い
こ
と
を
報
さ
れ
た
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
。

多
く
の
家
庭
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
親
子
や
夫
婦
の
喧
嘩
に

は
凄
ま
じ
い
様
相
が
あ
る
。
顧
み
る
と
私
自
身
も
よ
く
親
父
と
口

論
と
な
り
、
夕
食
の
途
中
に
私
が
家
を
出
て
、
岡
﨑
別
院
で
泊

ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
親
父
な

ん
だ
か
ら
と
言
う
甘
え
、
親
父
に
も
息
子
な
の
だ
か
ら
と
い
う
甘

え
が
口
論
の
も
と
に
な
っ
て
い
た
と
今
に
な
っ
て
想
わ
せ
ら
れ
る
。

私
の
両
親
も
妻
の
両
親
も
亡
く
な
り
、
家
族
と
は
、
安
心
し
て

甘
え
ら
れ
る
人
が
い
て
く
れ
る
場
所
で
あ
る
事
を
今
更
な
が
ら
、

気
づ
か
せ
ら
れ
て
い
る
。

以
前
、
「
福
田
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
に
甘
え
て
い
る
だ
け
だ
よ
」

と
よ
く
、
私
に
言
っ
て
く
れ
る
御
門
徒
さ
ん
が
居
ら
れ
た
。
妻
と

は
、
今
も
度
々
喧
嘩
を
す
る
が
、
い
つ
も
私
が
正
し
い
と
思
っ
て

し
て
い
る
喧
嘩
も
実
は
、
甘
え
て
い
る
、
許
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
今
回
の
義
父
の
一
周
忌
か
ら
今
、
気
づ

か
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
し
て
（
甘
や
か
さ
れ
て
）

喧
嘩
の
で
き
る
家
庭
で
、
家
族
に
許
さ
れ
て
生
活
し
て
い
く
こ
と

に
変
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
実
が
こ
こ
に
あ
る
。

開
催
要
項

十
二
月
二
十
三
日

十
三
時
～

お
煤
払
い

終
了
後

忘
年
会

※

忘
年
会
の
参
加
費
等
は
、

同
封
の
別
紙
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
当
院
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
順
次
新
し
く
し
て

お
り
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

↑
二
〇
二
〇
年
の
本
堂
清
掃

mailto:info@okazakibetsuin.com
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法
要

報
告

暁
天
講
座
（朝
の
法
話
）

約
二
年
ぶ
り
と
な
る
、
暁
天
講
座
（
朝
の
法
話
）
が
七
月
二
十
五

日
～
二
十
七
日
の
三
日
間
に
渉
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
日
間
あ
わ
せ
て
約
三
百
人
近
く
の
方
が
参
詣
さ
れ
ま
し
た
。
御

法
話
の
後
に
は
、
当
院
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
と
、
「
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京

都

岡
崎
別
邸
」
提
供
の
パ
ン
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
に
あ
た
り
、
御
講
師
の
先
生
方
、
参
詣
の
皆
様
、
そ
の
他
関

係
者
の
皆
様
に
は
、
多
々
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

七
月
二
十
五
日
（一
日
目
）

畠
中
光
享
師
（真
宗
大
谷
派
僧
侶
・日
本
画
家
）

七
月
二
十
六
日
（二
日
目
）

近
松
誉
師
（東
本
願
寺

本
廟
部
）

七
月
二
十
七
日
（三
日
目
）

三
木
彰
円
師
（大
谷
大
学
教
授
）

二
〇
二
四
年
十
月
二
十
三
日

岡
崎
別
院

報
恩
講
の
御
案
内

二
〇
二
一
年
よ
り
着
工
し
た
整
備
事
業
に
伴
い
、
二
〇
二

一
年
、
二
〇
二
二
年
は
院
内
で
の
内
勤
め
、
昨
年
は
仮
使
用

の
本
堂
で
の
お
勤
め
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度

の
報
恩
講
は
、
約
四
年
ぶ
り
に
法
中
を
お
迎
え
し
、
報
恩
講

を
お
勤
め
し
ま
す
。

当
日
は
ご
多
用
の
お
り
と
は
存
じ
ま
す
が
、
万
障
お
繰
り

合
わ
せ
の
上
、
何
卒
ご
参
勤
・
ご
参
詣
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
は
お
斎
と
し
て
弁
当
を
配
布
し
ま
す
。
御
参
詣
を
ご

予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
弁
当
発
注
の
都
合
上
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
十
月
十
五
日
（
火
）
ま
で
に
当
院
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鍵
役

信
教
院
殿
御
参
修

御
法
話

竹
橋

太
師
（
本
山
儀
式
指
導
研
究
所
）

講
題
「
親
鸞
さ
ま
と
恵
信
尼
さ
ま
」

盂
蘭
盆
会

↑一年に一度、報恩講でのみお掛けする御絵伝 ↑親鸞聖人 真向きの御影

↑本山（真宗本廟）より鍵役御参修にて法要が勤まります（写真は２０１９年）↑

↑昨年の御講師による御法話の様子 本年は竹橋太師 ↑毎年多くの方がお参りに来られます

十
月
二
十
三
日
（
水
）
午
前
十
時
始

お参りをご予定の方は、
１０月１５日までに、

当院までお知らせくださ
い。

※御門徒・三日講員・納骨堂護持会
員の方は、返信ハガキを同封しており
ます。

仏
具
磨
き

八
月
十
三
日
～
十
六
日

ま
で
は
、
本
堂
内
陣
に
切

子
灯
篭
が
お
飾
り
さ
れ
て

い
ま
す
。

八
月
十
三
日
に
当
院
本

堂
に
お
い
て
「
盂
蘭
盆
会

（
お
盆
の
法
要
）
」
が
厳

修
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
獅
子
吼
の
会
よ

り
、
宮
部
渡
師
（
大
阪
教

区
第
十
五
組

西
稱
寺
）

に
お
越
し
い
た
だ
き
、

「
円
満
の
徳
号
専
称
を
勧

む
」
を
講
題
に
御
法
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

暁
天
講
座
に
向
け
て
、
御
門
徒

三
日
講
員
そ
の
他
関
係
者
の
皆
様

と
共
に
、
本
堂
内
の
仏
具
磨
き
を

行
い
ま
し
た
。

お
磨
き
後
に
は
、
別
院
輪
番
よ

り
シ
ョ
ー
ト
法
話
が
あ
り
、
お
昼

は
皆
さ
ん
で
カ
レ
ー
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

次
回
は
十
月
十
四
日
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
予
定
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
日
講
の
御
案
内

当
院
で
は
、
か
ね
て
か
ら
定
例
法
座
の
会
と

し
て
、
「
三
日
講
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

毎
月
十
三
日
、
二
十
三
日
に
、
担
当
の
別

院
職
員
が
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

聴
講
の
み
で
あ
れ
ば
ご
参
加
は
無
料
で
す
。

※

正
式
に
三
日
講
員
に
な
ら
れ
る
場
合
は
、

会
の
運
営
の
為
、
講
費
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
。
質
問
、
お
問
合
せ
等
は
当
院
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

報
恩
講
前

仏
具
み
が
き

十
月
十
四
日
（
月
）

午
前
十
時
三
十
分
～

報
恩
講
に
向
け
て
、
お
磨
き
が
行
わ

れ
ま
す
。
何
卒
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆様、御法友をお誘い
あわせの上、ご参詣い
ただきますよう、よろ
しくお願い申し上げま
す
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